
創設十周年を祝す

小島吉雄
（大阪大学名誉教授）

国文学研究資料館が本年で創設十周年を迎えられたという。まことに慶祝の至りである。由来，

わが国では，十年を一と区ぎりとする慣習がある。当研究資料館もようやく十年目にして館活動の

基礎づくりをなし遂げ，さらに次の段階への飛躍発展を踏み出しつつある。

顧りみれば，国文学研究資料館の建設が日本学術会議の議決を経て文部省に提出されるのに約十

年，さらにそれが具体化されて創設に至るまでに約五年の歳月を費しているが，その間にあって，

わが国文学者の諸君はその実現のためによく一致協力されたのであって，このことは当局側をも驚

かすほどであったという。当初のわれわれの企画の理想は，学術会議の政府への勧告の内容が物語

っているようにまことに大きかったのであったが，予算の関係や当局の意向等もあって，理想どお

りには至らなかった。それでも創設後，着々成果をあげられ，今日に至ったのは，偏えに館員諸氏

の努力のたまものであり，学界あげての協力のおかげであるといわざるを得ない。こいねがわくは，

この体制が永く持続せられ，今後もどしどし新しい科学の力を利用して，われわれが夢み企画した

理想を実現されむことを切に希望すると共に，その実現への努力を若い諸君に期待するのである。

ここにこれをもって十周年を迎えられるに当っての祝辞とし，今後への期待とする。
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国文学研究資料館創設十周年を迎えて

石井良助
（創価大学教授）

本年5月1日に国文学研究資料館は創設十周年を迎えた。昭和41年日本学術会議の政府への勧告

により，学術審議会で審議して，45年に同審議会は緊急に国文学研究資料センターを設置するよう

文部大臣に答申した。もちろん，その設置の重要性を認めてのことであるが，国文学関係の23の学

会のすべてがその設立に大きく協力し，すでに自腹で，重要な資料をある程度整理していたことが

だいぶ文部省当局を動かしたようである。設置の場所について問題があったが，結局文部省史料館

のあった現在の敷地に，同館の了解を得て，決定したのである。

創立についての準備委員会が設けられたが，研究資料の蒐集整理等国文学プロパーの事は久松先

生の部会で行ない，雑務はわたくしの部会で行ない，重要事項は全体会議できめることになった。

この委員会で，本館の名称が定まった。学術会議の勧告では「国語･国文学研究資料センター(仮

称)」とあり，学術審議会の答申では国語という言葉がはずされたが，委員会では「国文学研究資料

館」と改めた。本館にはコンピューターがあり，いよいよ威力を発揮する段階になったが，その設
置は文部省の奨めによるものである。

なお，学術審議会では，本館の組織につき，文部省より高エネルギー物理学研究所の例にならっ

て教授制をとっては如何という示唆があり，それに決定したのである。

国文学の基礎的文献資料の整備と保存とが重要であることについては，何人も異論はないであろ

うし，本館がその方面で大きな業績をあげていることはいうまでもないが，そのほか，形式的には

本館の目的とされていないが，世界の現状において，外国人の日本文学の研究に対する援助や外国

人との共同研究等により，日本人ないしその国民性をよりよく世界の人々に理解してもらうことは

きわめて重要であると考える。本館では外国人研究員を迎え，また国際日本文学研究集会を昭和52

年より毎年開いており，大きな成果をあげているが，将来これらがますます拡充されるよう期待す
る。

前館長市古貞次氏は創設以来十年間，館員諸氏の協力の下に本館の基礎固めという困難な任務を

全うされて，本年4月に勇退された。そのご功績はまことに輝かしいものである。同氏および同氏

を助けられた館員諸氏のご労苦に対し心より御礼申上げるとともに，本館がますます発展するよう

祈念する次第である。 （国文学研究資料館評議員会議議長）
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市古前館長に聞く（インタビュー）

昭和57年7月15日国文学研究資料館にて

市古貞次

質問者

福田秀一（文献資料部）

山中光一（研究情報部）

岡 雅彦（整理閲覧部）

大野瑞男（史料館）

但し主として福田が質問した。

1．創設まで．……

2．設立から運営へ

3．開館から充実へ

4．終りに…･……
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なければいけないと

お考えになっていた

ようですが，機運が

熟さなくて，そのま

まになっていました。

ところが，昭和20

－市古先生，きょうはお忙しいところ，

ありがとうございます。国文学研究資料館が創

設されて今年で満10年ということで，創設から

この4月1日まで足掛け11年，館長をお勤めに

なり，しかも創設前から当館ができるまでいろ

いろご尽力くださり，その辺の事情にも精通し

ておられる市古先生に，当館が国文学者の要望

や先達のいろいろなご配慮があってできるに

至った経緯を伺い，その後，この10年間の館長

としてのいろいろなご経験をふりかえってお話

しいただければと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。

町

年，太平洋戦争のためにいろいろな所で文化財

が失われた。彰考館などがその著しい例ですが，

そういうことで，もう少し写真，複写をとって

おかなければいけない，そのために施設をとい

うようなことを，当時心ある人々が考えていた

わけです。ただ，それが具体的に実を結ばない

で，実際上そういう問題が具体的になってきた

のは昭和38～39年です。当時，学術会議の会員

だった小島吉雄さんがそういうことを考えて，

久松先生や佐々木(八郎)さんともいろいろ相談

なさって，学術会議に昭和38年ごろ国語国文学

研究センターの設置を初めて提案なさったんで

すが,なかなか順調に行かなかったようで,やっ

と40年ごろ提案が再検討されたようです。これ

については小島さんのご苦労は大変なものだっ

たと伺っています。

1．創設まで

－そこでまず，この国文学研究資料館が

できるに至った経緯をお話しくださいませんか。

市古昭和10年前後に佐佐木信綱さんが，国

文学の資料センターのようなものがあるべきで

あると何かの雑誌にお書きになった。また，久

松先生に伺ったところによると，藤村作先生も，

やはり同じように資料館というものはぜひ作ら
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41年5月ごろ，日本学術会議の講堂でシンポ

ジウムをやったことがあります。東京でお話し

になったのが中田祝夫さん，それに私です。京

都でももう一回開かれたと，後で聞いています

が,そのとき東京で私どもがしゃべったのは,文

化財がどんどんなくなっていくが，そういうも

のを後の時代まで残すのが現代のわれわれの責

任じゃないか。しかし，本を集めるのは困難だ

から，せめてマイクロフィルムなどで撮ってお

いて，今後火事などの災害に遭っても(資料が）

残るように，次の時代の人々に受け渡しができ

るようにしたい，というようなことだったと記

憶しています。

学術会議のほうでは小委員会ができまして，

当時学術会議会員だった小島さんと永積(安明）

さんの二人と，一般の国文学者ということで久

松潜一博士，佐々木八郎博士，岩淵悦太郎さん，

私の，合わせて6人が委員になりました。そし

て，昭和41年11月に学術会議の政府への勧告が

出されました。それから後が，やや具体的な運

動ということになります。

そのようにして，学術会議の勧告は政府に届

けられたのですが，それだけではだめで，われ

われのほうでもっと機運を盛り立てなければい

けないというので,｢国語・国文学研究資料セン

ター設立推進連絡協議会」というのが，昭和42

年くらいにできました。このセンター設立に最

初から非常に熱心だったのは久松先生で，この

協議会も先生の提唱によるものだったと思いま

す。協議会は国語国文学関係の二十余の学会の

代表者が集まって設けた組織で，事務局は初め

は早稲田大学に置かれていました。でも43年，

44年はどういう活動をしていたか，ほとんど記

憶に残っていません。と言いますのは，このこ

ろは東大紛争があり，私も協議会に出席できま

せんでしたし，他の大学にも種々の事情があっ

たようで，それほど活発に動いていなかったと

思います。協議会がほんとうに動き出したのは

45年からだと言ってもよいのではないでしょう

か。その間に，事務局は國學院大學の臼田研究

室のほうへ移りましたが，それから後は臼田さ

んのご努力もあって非常に精力的・組織的に目

標に向って進んで行ったように思います。

－私もその連絡協議会に，確か和歌文学

会からの派遣で44年ごろから出ていました。そ

れで手帳を見たり，あるいは手許にある中世文

学会の機関誌『中世文学」に当ったりしますと，

42年の5月の総会で小島(吉雄)先生からこの話

が初めて出て，そうした機関の設立に満場一致

で賛成した上，協議会に代表者を出すこととそ

の事務局運営費として年額2,000円を橡出する

こととを承認しています。43年度も例えば6月

の総会で「国語・国文学資料センターの件」と

題して小島・久松両先生からご報告があり，以

後も毎回の委員会や総会でこの件について経過

報告がなされていますし，44年には署名を集め

たりしています。そして，この年からは今申し

ましたように手帳に雷いてあるのですが，毎月

1回集まって久松先生や佐々木(八郎)さん，西

尾(光雄)さんなどを囲んで，文部省その他との

折衝の進行状況を伺ったり，皆で対策意見を出

しあったりしています。

市古そうでしたか。ところで文部省では，

学術審議会を通さないといけないというので，

そちらのほうに働きかけ，45年9月に学術審議

会から「設置すべきである」という報告が出ま

した。それから後，研究者たちの活動が非常に

活発になってきました。文部省がそれを積極的

に受け入れてくれた理由は，国文学はいろいろ

な学会に分かれていて，ばらばらした統一のな
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いところだと思われていた。それが二十幾つの

学会が共同して協議会を作り，しかもその代表

に久松潜一博士がなられ，一つのまとまった形

で運動を強力に進めたことだ，と聞いているん

です。文部省では，こんなに国文学界がまとま

るとは，とびっくりしたようです。

とにかく，学術審議会の報告が出て，45年ぐ

らいから推進連絡協議会が活発に行なわれるよ

うになって，大勢の若い人たちにも集まっても

らったりしました。また，その前段階となるか

もしれませんが，複写すべき，あるいは複写で

きる文献はどういうものかというリストを，各

学会，例えば和歌文学会の人や近世文学会の人

とかに出していただきました。そしてそういう

ものを文部省に提出しています。

準備調査会のこと

市古学術審議会が通った段階で，46年に文

部省の中に準備調査会ができ，学者の方々約20

名が協力者としてあげられ，何回か会合を開き

ました。そこで文部省からもいろいろなことを

諮問され，われわれもどういうことを望んでい

るか，話した記憶があります。

－その際は，設立しようという方向で，

どのような形のものを作るかなどについての検

討をしたわけですね。

市古そうです。もう一つは，文部省ではそ

ういうことは専門じゃないので，どんなものを

どうこしらえるのかも分らない。会議の席で出

た話題で一番よく覚えているのは，国文学の作

品の点数は一体何点ですかと質問されたことで

す｡(笑）
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文
学
の
古
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は
、
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が
国
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化
の
請
粋
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し
て
世
界
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誇
る
べ
き
も
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あ
り
、
そ
の
研
究
は
日
本
文

化
の
正
し
い
認
識
と
新
ら
し
い
発
展
の
た
め
に
、
き
わ
め
て
函
要
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
そ
の
資
料
の
保
存
や
利
用
は
、
現
在
は
な
は
だ
不
十
分
・
不
満
足
な
状
態
に
あ
る
。
例
え
ば
、

震
災
戦
災
に
よ
る
損
失
は
い
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ま
で
も
な
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。
ま
た
、
職
後
社
会
の
変
動
に
よ
る
所
在
の
不
明
や
国
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流
出
等

の
こ
と
が
生
じ
、
時
に
は
保
存
管
理
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十
分
の
ま
ま
汚
損
・
虫
害
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散
怯
の
恐
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。
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、
全
国
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散
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岡
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究
の
能
率
が
十
分
に
あ
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な
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う
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あ
る
。

か
か
る
不
安
と
不
便
に
か
ん
が
み
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
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文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
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仮
称
）
」
の
設
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を
強

く
希
鼠
す
る
に
至
っ
た
。
国
厨
国
文
学
界
の
二
十
数
学
会
は
一
致
し
て
本
セ
ン
タ
ー
の
設
立
推
進
に
協
力
し
て

お
り
、
一
日
も
早
く
本
セ
ン
タ
ー
の
設
世
を
実
現
し
て
、
そ
の
成
果
を
国
民
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
急

務
で
あ
る
と
と
も
に
、
後
代
へ
の
国
民
的
使
命
で
も
あ
る
と
侭
ず
る
。
ま
た
、
海
外
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
日
本

文
学
研
究
は
近
年
い
よ
い
よ
さ
か
ん
で
、
こ
れ
ら
研
究
者
と
の
愉
報
交
換
に
よ
る
国
際
的
文
化
交
流
へ
の
貢
献

は
、
き
わ
め
て
大
き
い
・

本
セ
ン
タ
ー
の
設
匠
に
つ
い
て
、
日
本
学
術
会
謡
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
勧
告
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
一

年
十
二
月
で
あ
る
。
そ
れ
と
前
後
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
「
連
絡
協
議
会
」
を
結
成
し
、
右
に
述
べ
た
よ
う

に
積
極
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
の
第
一
と
し
て
、
本
セ
ン
タ
ー
般
匠
の
際
に
は
収
集
す
べ
き
文
献
資
料
の

サ
ン
プ
ル
閥
査
を
行
な
い
、
塊
一
次
「
文
献
目
録
一
覧
表
」
（
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
四
二
九
点
）
を
本
年

四
月
、
六
月
に
文
部
省
に
提
出
し
た
。
こ
の
収
集
計
画
は
樋
顛
と
し
て
約
六
万
点
（
異
本
等
を
含
め
約
五
十
万

点
）
の
推
定
で
あ
る
。

学
術
審
融
会
学
術
研
究
体
制
特
別
委
員
会
は
、
日
本
学
術
会
麹
か
ら
設
立
勧
告
さ
れ
た
研
究
所
の
う
ち
、
本

セ
ン
タ
ー
を
最
優
先
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
混
め
、
こ
の
性
格
に
国
文
学
研
究
の
情
報
セ
ン
タ
ー
の
意
義
を

重
視
し
、
矼
算
磯
等
の
導
入
に
よ
る
処
理
体
制
を
加
え
、
茶
本
榊
想
を
ま
と
め
、
文
部
大
臣
に
報
告
し
た
。

く
り
返
し
て
言
う
が
、
国
文
学
の
古
典
の
資
料
の
保
存
・
収
集
お
よ
び
共
同
利
用
・
傭
報
提
供
の
た
め
の
本

セ
ン
タ
ー
の
設
旺
は
緊
急
を
要
し
、
今
日
そ
の
努
力
を
怠
る
こ
と
は
、
悔
い
を
永
久
に
の
こ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
じ
め
て
実
現
し
得
る
こ
の
国
家
的
事
業
を
促
進
す
る
た
め
、
広
く
国
民
各
方
面
の
ご
支
援

ご
助
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
十
月

国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

設
置
に
つ
い
て
の
お
願
い国

文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立
推
進
連
絡
協
議
会

代
褒
久
松
潜
一

事
務
局
東
京
極
渋
谷
区
東
円
丁
目
一
○
笹
二
八
号

閲
畢
院
大
畢
日
本
文
学
観
二
（
白
田
敏
役
）
研
究
宝
内

国文学研究資料センター設立推進連絡協議会配布文瞥（縮写）
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－つまりマイクロフィルムに撮るという

が，どれくらいの点数かということですね。

市古ええ。それには誰も答えられなかった

ので，「『国書総目録」の項目数つまり作品数が

大体60万点。国文学関係をその中の10分の，と

見れば6万点だ。しかし国文学の範囲は時に

よって動くものであるから， 7～8万点であろ

う。そして，それぞれについていろいろな本(諸

本)があって,そういうものを全部撮らなければ

ならないから，大変な数になるであろう。’00万

点ぐらいにはなるんじゃないか｣と私が答えた

記憶があります。

－作品伝本数約100万ということですね。

市古ええ。それについては誰も反対する人

はいませんでした｡(笑）私も，国文学関係とい

うその範囲が暖昧ですから，一体どういう範囲

をとって数えたかと聞かれても困るんです。そ

ういうことで，それが公称になってどのくらい

という数字が出ているかと思うんですが，あん

まり根拠はないんです。これ，書かないほうが

いいんじゃないですか｡(笑）

それからもう一つ，準備調査会で問題になっ

たのは情報処理の問題で，コンピューターを入

れたらどうだろうかということで，これは文部

省のほうから言ってくれました。人づてに聞い

たころによると，当時の次官，天城勲さんが大

変珍しいもの好きで,(笑）その案を出されたの

だそうです。それについては国文学者と情報処

理関係の人とが集まって，話し合う必要がある

ということになりました。国文では実際に折衝

に当ったのは久松潜一博士と私です。向こう

(情報処理側)から出てこられたのは，小谷(正

雄)さん，国井(利泰)さんのお二人でした。辻村

(明)さんが後で出てきたこともありました。

そのとき，国文学者はコンピューターで何を

望むかと聞かれまして，われわれは困ってしま

いました｡(笑）これはもちろん久松先生が主と

して応対なさったのですが，話が食い違って合

わないんです。たとえば「本(マイクロ)をご覧

になって，何ページと言ったらすぐ出てくるよ

うなことをお考えですか。それはできますよ」

と言われ,「いや,私は本というものは頭から見

ていきますので，それは考えたことがありませ

ん」と私が答えたところ，これは論外なやつだ

というような顔をされたことがあります｡(笑）

一事が万事，こんな具合なんです。

（大野）私も傍聴させていただきました。

市古そうでしたか。後で久松先生と二人で

相談しまして，われわれとしては1億円もかか

るようなものをやるよりも，カードをとったな

ら10円のものなら1千万枚できるであろう。そ

のほうがいいじゃないか－などと，貧乏性で

考えたりしたんですが，将来の学問の発達とい

うことからすると，ここで思い切ってコンピュ

ーターを入れたほうがいいんじゃないでしょう

かと先生に申し上げたら，先生もそれはそうだ

とおっしゃって，コンピューター導入が決まり

ました。もちろん会議を通しているので，そこ

だけで決まったと言うと悪いんですが，裏話は

大体そういうことだったんです。文部省の概算

要求の中に情報処理関係の芽のようなものが含

まれているのはそのためです。

「国文学研究資料館」の名称や

設置の形態・場所など

市古もう一つ，名前について申し上げます

と，初めは「国語･国文学研究資料センター｣で

したが，文部省の学術審議会の段階で「国文学

研究資料センター」になりました。さて，いよ

いよ作るに際して，一体どういう名前がよかろ
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な要素をかなり加えていきました。それで,「セ

ンター」では小さいから，「館」のほうがいいん

じゃないかということでした。「館｣の名前は恐

らく文部省の発想だと思います。「センター｣と

いうのは，文部省では，大学に附置とか，もっ

と小さいものを指すんです。われわれは初めか

ら，そして運動の段階でも，「資料センター｣と

言っており，そこまでは考えていなかったので

すが，こういう軌道修正は結果においてよかっ

たと思うんです。

－46年の通称、準備調査会〃の段階で，

共同利用機関の形態がだいたい固まったわけで

すか。

市古そうです。7月ぐらいには固まったん

じゃないかと思います。

－それでもまだ，いつできるか，どこに

作るかは決まっていなかったんですね。

市古場所については，もう少し前から，運

動し続けている段階で，どこか受入れ先を探さ

なきゃいけないと久松先生がご心配になって，

上野の図書館の跡はどうであろうかと，亡くな

った国会図書館次長の斎藤毅さんのところへ行

って，打診したことがあります。ただ，そうい

うことになると国会図書館のほうでも簡単に返

事はできないし，いろいろな問題がありますの

で，色よい返事は必ずしも得られませんでした。

そのうち(創設の）’年前ぐらい，国立大学の

共同利用機関ということで踏み切ったころじゃ

ないかと私は記憶しますが，戸越の文部省史料

館に併置してはどうだろうかという話がありま

した。そのことについては推進連絡協議会に一

遍かけたことがありますね。

－はい。私も協議会で伺った覚えがあり

ます。

市古久松先生や私の考え方は，とにかく場

うか，「古典文学資料センター」「古典文学館」

などいろいろ案が出されましたが，そのとき私

は，「国文学研究資料館｣という名前にしてもら

いたい，情報に関してはわれわれは近代文学を

決して放棄しているわけではない。ずっと現代

に至るまでの日本文学であるから，古典と近代

に分けることは不賛成であると考えていました。

そういう意向は皆さんにも強くて，結局「国文

学研究資料館」の名前に落ち着きました。それ

も「日本文学」「国文学｣などいろいろありまし

て，私はむしろ「日本文学」のほうが好きなん

ですが，「国文学｣のほうがポピュラーであると

か，いろいろなことがあったと思います。これ

は全体の会議で決まりました。

－「資料センター」から「資料館」に変っ

たことについては何か。

市古少し戻るんですが，46年初めごろから，

国立大学の共同利用機関の形をとったらどうだ

ということを渋谷敬三審議官から言われました。

国文学界では，文献資料を収集して文化財の保

存をはかり，研究者に寄与することを主として

考えました。それに加えて研究情報の収集・整

理ということもあったわけですが，われわれの

ほうとしては，何しろできることが第一だと考

えていたのです。そういうわけで大学の共同利

用機関として設置することについては，それま

で思ってもみなかったのですが，そういうこと

になればもっといいんじゃないかという考えで，

喜んで了承したわけです。当時，文部省では高

エネルギー物理学研究所が一つできただけで，

同様な共同利用の研究機関を次々と作っていき

たいという意向もあったようですが，それで国

文学研究資料館がその第2号になったのです。

そういう形態の変化に伴なって，ただ集める

ということではなく,研究資料調査とか,研究的

－7－



所がないと困る。第一，予算もつかないので，

そういうこと(文部省案)でいいのではないか。

史料館のほうも近世文書を集めているところだ

から，そこと一緒になってやることも意味があ

るだろうということで，承知したと思います。

ただ，その際，史料館のほうではいろいろ問

題があったそうですが，当時そういう話は全然

聞いておりませんで，すらすらと事が運んだの

だとばかり思っていました。その間苦労なさっ

たのは石井(良助)さんでしょうか。そのことは

後で石井さんから聞いただけです。

－推進連絡協議会は，それについてどう

こう意見を出す場ではないので，そういう経緯

のご報告を伺った覚えはあります。

市古そうだと思いますね。そこで否決され

ても困るんです。

－とにかくできることが必要だ，もう何

年も運動してきたことだし，この辺で実現を見

たいものだという強い希望が共通にあって，こ

の土地に作ってもらう話は，皆さんもすんなり

賛成したんだろうと思います。

ただ，そのときの反応の中に，何もないとこ

ろに建てるほうがいいとも言えるが，何らかの

路線のあるところに行くのもよく，一長一短だ。

その優劣は論じられず，一方は実現の可能性が

あり，一方は実現の可能性が当分ないんだから，

可能性のあるほうを採ろうじゃないかという意

見が出たように思います。

細川家のあと，文化3(1806)年に石見国浜

田松平家，天保13(1842)年に伊予国松山松平

家へと転じて明治維新を迎えた。

明治政府は，東京府内の諸藩の屋敷地を整

理して，上地させた。当館所在の屋敷地も恐

らく民間に払下げられた後に，何人かの手を

経て，明治26（1893）年ごろに堀田瑞松から

三井銀行へ所有者が変っている。同36年に三

井同族会が買得し,これを戸越別邸と称し,能

楽堂や農園が作られた｡その後,大正5(1916）

年から三井文庫をこの地に建設し始め，11年

に完成した。現在正門を入った右側に残って

いる書庫は，同9年に建てられたもので，三

井家では昭和7(1932)年に戸越小学校と戸越

公園分を荏原町に寄付する一方，敷地の一部

を分譲売却したため，当初の半分ぐらいに縮

少した。

昭和24年に文部省史料館が発足するに当り，

建物を，翌々年に土地を，買上げた。

同47年に当館の設立に際して，その敷地を

引継ぎ，建物を新営して今日に至っている。

敷地の由来

当館が所在する戸越(とごし)の地名の起こ

りは，、江戸越え〃とか、谷戸越え〃の地であ

るというが，確証はない。江戸時代の戸越村

周辺は，江戸に隣接してしたために,.大名や

旗本などの屋敷が点在していた。当館の敷地

となっている場所もその一つで，寛文2

(1662)年ごろから肥後熊本藩主細川家の拝領

屋敷であった。細川家は初め7,200坪と，やや

広い土地を拝領した。後にほぼ半分を上地し

たが，拝領地に隣接して抱屋敷をもっており，

その総面積は2万坪を超えていたと推測され

る。その造園は国元の水前寺公園と同じ手法

を用いたといわれ，現在も残る池はいくつか

の落差をつけて戸越公園の池と一つにつな

がって風致の中心となり，そのほか岩石や樹

木のたたずまいも、ひと日ふた日に見尽すべ

くもなし〃と評された。この池水は，細川家

が玉川上水を分水して通じたもので，農業用

水としても重視されたという。
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謝しています。

なお，資料館の創設については，文教に深い

関心と理解を持っておられた国会議員の，当初

市古もう一つは，筑波学園都市ではという

案がありました。筑波にはいくらでも用地が

あって，あそこならできたんですが，それは話

に出しませんでした。国文

学者は巨大は機械を持って

いるわけではないので，そ

ういう場所に行って果して

どれくらいの人が利用して

くれるであろうか。中の館

員の問題じゃなくて，むし

ろ利用者の問題を考えまし

た。宿泊設備もあるかどう

か分らんところですし，開

設当初はまだそれほど利用

のメリットもないわけです

から，なるべくなら都内が

いいといういきさつもあり

ました。
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縦
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。
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陳情運動から設立へ

市古そういうことで運

動がだんだん緒に就いて，

一番大変だったのは，概算

要求を通すための昭和46年

,2月です。国会関係，大蔵

省関係などに陳情しました。

国文学者の方々にも推進連

絡協議会を通じて，そうい

う運動にご参加を願いまし

た。延べにして恐らく数百

人になるだろうと思います。

一番多い時で1日80人ぐら
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(上）東京新聞昭和45年

12月3日付

(左）毎日新聞昭和45年

12月29日付
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からのご配慮を忘れることができません。この

ことについては古川清彦氏が書くでしょうから

ここには詳しく申しませんが，一方，総理大臣

(故佐藤栄作氏)をはじめ，要職にある多くの方

方にも働きかけをしました。当時の官房長官

一初めは保利(茂)さん，途中からは竹下(登）

さん－がよく理解して，便宜を計ってくだ

さったことを覚えています。

寒い12月のことなのに, 80歳近い久松先生が

いつも先頭に立たれてよくなさったとつくづく

思います。私はただ先生のお伴をしただけで，

国文学者のそういう熱意が実ったんだと思いま

す。国会・官界を動かして，予想外に早く47年

初めに内示のあった際，大体通るという見通し

がつきました。

当時，並行して設立希望の運動をしていたの

が歴史民俗博物館(注，今の国立歴史民俗博物

館)と民族学研究博物館(注,今の国立民族学博

物館）です。スタートが一番早かったのは歴史

民俗博物館じゃなかったかと思いますが，一番

乗りをしたのが国文学研究資料館なものですか

ら，どういう方法でやったのかと，いろんな人

によく聞かれました。英・独・仏文学の方々が

外国文学研究センターの運動を起こされたこと

があり，その人たちにも，一体どうやったのか，

詳しく話してもらいたいと言われ，私よりも古

川清彦君のほうがよく知っているからと逃げた

ことがあります。いずれにしても，じっと座っ

て声を大にして怒鳴っているだけではだめで，

足でかせがなくてはだめですよと言った覚えが

あります。じかに会って理解してもらわなくて

はとてもできません。

47年2月に準備調査会の最後の会議が開かれ，

その席で，設立が実現した際は館長に私を当て

るということが提案され，ご承認を得ました。

この年は国会が難航して，年度末までに成立し

なかった時です。

一先生が3月に東大を停年でお辞めに

なった年ですね。

市古そうです。私はよそへ行く予定をあわ

てて取り消したりしました。（就職先は)だいた

い前年に決めるものですから。ここの設立のこ

とが通ったのは4月20日ぐらいですね。延びた

んです。

－予算審議の遅れか何かで，4月1日に

できずに, 1ト月遅れてしまいましたね。

市古ええ。それで5月1日に設立というこ

とになりました。

2．設立から運営へ

－設立年度のことで特に印象に残ってい

らっしゃることをお伺いしたいのですが……。

市古 5月1日から館長になったわけですが，

3月，4月ごろからスタッフを考え出しました。

しかし，開館がいつになるか分らないので大変

頼みにくかった。確か創設時には，教官では古

川君だけじゃなかったかしら。

－それと田嶋さんが5月1日就任だと思

います。事務官のほうは……。

市古事務官は吉野部長，川崎庶務課長，会

計課長が宮崎さんだったと思います。

－それと史料館から引き続きの人達もお

られたわけですね。

（大野）史料館のほうはおりました。管理部に

は草壁さんなんかがいましたね。

市古草壁君・寺尾君などは早かったね。

－記録によれば，草壁・寺尾両氏は5月

1日就任です。

市古当時，建物がないので，今の史料館の
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建物の前にプレハブを建ててそれに入るという

話があり，私はそれを覚悟していたのです。と

ころが，史料館のほうで、その少し前(注､46年

12月)におやめになった小和田(武紀)館長の部

屋を空けるから狭いけれどどうぞ，と言ってく

れたので，私は入ってすぐ左側のところに入り，

プレハブは建てないで済みました。いろいろな

関係があるものですから，簡単にわれわれがそ

こに入るというわけにもいかなかったんです。

事務関係でどのようになさったか，細かいいき

さつは、何にも知らないんです。

－それでいわゆる北館仮寓時代があるわ

けですが、北館は民族資料の収蔵庫だったそう

ですね。ただ，今伺うと小和田館長の部屋など

もあったそうですが。

（大野）ええ。今史料館の閲覧室になっている

ところ， 1階に，史料館長室と事務室がありま

した。それを市古館長と管理部のスタッフがお

使いになりました。

－そして2階を片づけてくださったので

すか。

（大野）そうです。 2階には民族関係のものが

ありまして，少し空けました。

市古初めのころは何もすることがないんで

す｡(笑）ただ，どういう人に助教授に来てもら

おうか，助手に誰を採ろうか，評議員には誰に

なってもらおうかということが一番苦労の種で

した。バランスを考えなければなりませんから。

この資料館は全国の大学の学者たちの協力に

よってできたものですから，一つの大学に偏す

ることは避けなければいけない。それと，でき

た当時，ある私立大学の教授から，資料館は国

立だから国立の大学の教官にしか使わせないん

じゃないかという話が出たりしました。高エネ

ルギー物理学研究所がそのように誤解されたこ

とがあるんだそうです。それで私は，別にそん

なことは考えていない。大学の共同利用機関で

あるから，国公私立の区別はつけない。あらゆ

る人たちに使ってもらいたいということを，

はっきりと申し上げました。

－確か，法律上は国立大学の共同利用機

関だが，実質は大学の，というよりもっと広く，

国文学者の共同利用機関として運営するとおっ

しゃいましたね。

市古ええ。これは成り立ちから言ってそう

なんです。学会がそれぞれ非常に協力してくだ

さったことは忘れてはならない。ただ，何と

言っても法律上は国立大学の共同利用機関です

から，そこに一つの線は引かなければいけない。

しかし，なるべくそういう区別はなくそうとい

うので，当館の概要などには「全国の大学の教

員その他の者で……」であり「国立大学……」

とは書いていないわけです。

そんなことで，評議員会議のメンバー，新し

く来られる方など，いろいろな名簿を見て決め

ました。それで一番困ったのは，相談する人が

いないことです。久松先生には多少ご相談しま

したが，とにかく，いろいろな資料・情報を集

め，よい方々に来てもらうことに苦心しました。

一応評議員を内定した段階で，運営協議会と

いうものがあることを知りました。けれどもそ

れは必ずしも設けなくてもよいという文部省側

のご意向でしたし，私自身評議員の方々で十分

だと考えましたから，当分の間見合せることに

したのです。

ただ，資料館として，共同利用機関が七つも

八つもできた段階で，やはり運営協議会がある

ほうがいいと思うようになったのは， 3年ぐら

い前からです。置こうとはしたのですが，その

度ごとに種々の支障があって，やっと今年設け
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られたわけです。

開館準備時代

経ってやっと開館の運びになったわけです。

－研究情報部は発足当初は2室しかな

かったのが， 3年目にふえました。これは準備

調査段階からの構想ですね。

（山中）初めは情報室と整理閲覧室の二つです。

49年に，参考・編集・情報処理の3室がふえて

5室になりました。

市古情報処理の問題がだんだん具体的に

なってきたものですから，これに本当に取り組

むためには情報処理室を設けなければならない

と当局に要請して，認められたわけです。情報

室は研究情報部の中枢的なものであって，整理

閲覧室は実務的なことをするとされていました。

これは文部省で内部組織の案をこしらえるとき

も，研究情報部については，そんなに研究者は

要らないだろうという考えがあって，当初は教

授1，助教授2，助手2ぐらいでしたね。それ

をふやしてもらったのはその後のことです。

ですから，文献資料部は教授，助教授，助手

が各室1，1，1という非常にきれいな形です

が，研究情報部は教授が1で助教授が3～4，

助手が4くらいの構想でしたから，将来やりに

くくなるとは思ったのですが……。そのことに

ついては当局の理解を得るように，かなり苦労

しました。そして徐々に定員をふやして均衡を

保つようにしてもらいました。途中で整理閲覧

部の独立の問題がありましたが，これも改善の

一つだと思っています。

その次に骨を折ったのは，コンピューターの

導入でしょうね。あれはいつでしたか。

－記録を見ると，機械が入ったのは52年

12月28日で，53年正月から運転開始です。

市古じゃ，開館式のほうが先ですね。

－52年6月24日に開館式を行なって，実

際の閲覧開始は7月25日からです。

琴
市古苦心したこととしては，建築の問題も

ありますが，座談会で管理部長がお話しになる

かと思いますので略します。また，開館までに

資料をある程度集めなければいけないというこ

とがありました。文献資料部はマイクロフィル

ムの撮影に全力を集中してもらい，当時の研究

情報部は情報としての学会誌などをそれぞれ寄

贈依頼することをはじめ，情報収集に苦心した

ようです。特に文献資料部には年間5千点の文

献資料を調査収集するというノルマがあったわ

けで，これは非常にきついと大久保部長に何回

か言われましたが，そんなことはないからやれ

と押しつけたのは，実は私です。 5千点を3千

点に下げると予算が少なくなってしまう。そう

なると不便なことが種々出てくるのは目に見え

ています。仕事の量を減らすということはあら

ゆる場合に避けるべきだというのが私の考えで

した。無理なこととは承知しながら，そして申

訳ないとは思いながらも，心にもなく，要領よ

く点数を撮れとか，いろいろなことを言ったわ

けです。だけど，とにかくそれに協調し努力し

てくださったことにたいへん感謝しています。

－建物も49年開館という予定があったの

が，オイルショックで延びたりして，ずいぶん

ご苦労なさったと思います。

市古49年にやっと半分，東館だけ建ちまし

たね。それができた段階で，もう1年くらい間

を置いたほうがいいんじゃないかと言われ，す

ぐその翌年建築を続行すればよかったのですが，

オイルショックの問題にひっかかり，延び延び

になって，51年度の予算で残る西館を建て，52

年3月にやっと完成しました。設立以来5年
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市古開館式の前の年の7月，吉野部長が急

に他に移り，渡辺部長に代りました。建物の設

計はほとんど終り，これから着工して年度内に

完成，52年に開館という予定が組まれている時

です。そういう時点で突然部長が交代したので

す。創設期の4年余，苦楽を共にしてきた部長

の更迭は，困ったのですが，幸い後任の渡辺部

長が非常に有能な方で，困難な業務をてきぱき

と処理してくださったので，ほんとにありがた

かったと思います。

提案したんです。開館記念ですから，おめでた

い「猩々」はどうだろう，ただそれは3～4枚

の本で見栄えがしないというのなら「熊野」は

どうだろうなどと説明しましたが，意見を言う

人がほとんどありません。そこで第二案として

蕪村の扇面画の複製を見せましたら，管理部の

人たちがこの方がよいと賛成したので，結局そ

れを記念品に決めたんです。費用は大分かさむ

けれども謡本のほうがよいと思ったんですがね。

－後で伺うと，扇面の評判がよかったそ

うですよ。

市古そういう話ですね。

－開館式当日はすごい雨が降りました。

市古あのときは文部大臣(海部俊樹氏)が出

席してくださって，大変よかったと思います。

これはいろいろな関係があって，お願いに行っ

たりしたんですが，とにかく忙しい中をよく来

てくださったものです。

－記念展示もやりましたね。

市古ええ。海部さんには全部説明して回り

ました。自分の家にもこういうようなものがあ

ると言っておられたから，それを見せてくださ

3．開館から充実へ

市古52年の開館時はあれこれ気を配らなけ

ればならないことがあって疲れましたが，渡辺

部長，金坂(庶務)課長，柴田(会計)課長などが

よく働いてくれました。係長などからも，あの

時は一番大変だったと最近聞きましたけれども，

私自身はそんなに苦労を感じませんでした。

ただ，パーティーを開くことと，記念品をど

うするかなどで，多少苦心しました。記念品に

ついては，初め，光悦の謡本の複製はどうかと

いと言ったんです｡(海部さん

の郷里は）愛知県ですね。そ

の後そのままで……。
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なさっていられる節もありましてね。けれども

実際にはそう簡単には行かないんです。

－国際集会は52年に第1回が始まってい

ます。ということは，準備構想をお考えになっ

たのは51年ごろからですか。

市古ええ。それは今申した通り，かなり前

から考えていたわけですし，長老・先輩の方々

からも強く要望されていたことです。私もなる

べく早く開催したいと思ったんですが，何しろ

建物が建たないうちに具体的に踏み切ることも

できません。それで52年に開館と同時に，この

際国際集会をぜひ開こうと考えました。ところ

が，最初の時は予算がないので，非常に困りま

した。

－確か組織委員会というものを作って，

組織委員会主催で……。

（山中）学術振興会から補助金をもらいました。

市古多少補助金をもらったり，会計課にも

無理を言って金の都合をつけてもらったりして，

とにかく開催に漕ぎつけたんです。ところが，

その第1回の集会が非常に評判がよかったんで

す。それで私は力を得て，その後毎年開くこと

にし，今日に及んでいるわけです。情報室その

他の関係の人に大変ご迷惑をおけましたが，お

蔭で年を追って盛んになり，順調に発展してい

ると言ってよいと思います。最近は外国の研究

者でこの会に参加することを希望している方が

ふえているようですし，より一層育てていかな

ければならないと思います。

それから，これもかなり前から感じていたの

ですが，外国から来られる研究者に対して，わ
● ●

が国はそれほどきめ細かく心を配っているとは

言えない。大学の研究生になって来日する人も

少なくありませんが，そういう外国人研究生が

どこへ行っていいか，どうしたらいいか分らな

ここへ入っていただいたのも，実はそういう下

心があってのことです。科学方面のことについ

て明るい人も館に迎えたいとかねがね考えてお

りましたし，文部省のほうからもどうだという

ような話があり，（山中さんに)来ていただいた

わけです。

そこで何とかして早くコンピューターを導入

しなければいけないと考えました。情報処理室

の教官たちが非常に熱心に研究を続けてくれて

いるものですからね。そんなわけで努力を重ね

て，やっと52年度に(予算が)通りました。52年

の初めのころ，文部省へ行きますと，どこ(の部

局）へ行っても，「おめでとうございます」とか

「よかったですね。コンピューターが入って」

とか言ってくれるんです。それを聞きまして，

これがもし有効適切に使えなかったらどうしよ

うか－－稼動ミスなんてありますから－そう

なったら怒られるんじゃないかと，変な気持で

した｡(笑）おめでとうと言われたのは嬉しかっ

たんですが，後が心配なんです。幸いその後，

活発に動いています。これは研究情報部の部長

はじめ，情報処理室の人たちのご努力の成果だ

と思い，嬉しく，感謝に堪えないところです。

それと並行して，国際集会の開催がありまし

た。国際集会は前から考えていたことですが，

当初の文部省のプランにはそれほど強くは出て

いなかったと思うんです。一つは国際交流がだ

んだん盛んになってきた時代の動きにも関係し

ますが，それより前から，国文学者の幾人かの

長老の方，例えば久松先生はかねがね資料館が

できたらそれをやれとおっしゃっていました。

設立推進連絡協議会の後身である国語国文学会

連絡協議会でも，国際集会の話がちょっと出た

ことがあります。国立の研究機関ができると，

何でもなくそういう集会が行なえるように誤解
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－ところで外国人研究員としては，初代

のキーンさんが52年6月に来ておられますが

いというのではよくないし，窓口をこしらえる

べきであると思っていました。そこで国際交流

基金にも連絡をとって，「日本文学関係はこち

らで窓口になってあげますよ。困った人はみん

なよこしなさい」と伝えておきました。国際文

化交流という大切なことを資料館の一つの仕事

として，窓口になり，あるいは受入れ先になる

ようにしたいと考えたのですが，皆さんのご協

力によって大変うまくいっていると思います。

その一環として国際集会の問題が出てくると思

います。

－近年，国際集会が毎年行なわれるだけ

ではなく，国際交流基金とか学術振興会あたり

の援助で，ここを受入れ先にして日本へ研究に

来る人も，毎年のようにありますね。

市古国際交流基金に，困ったら何でも受け

入れてあげますよと約束したのは，これは館長

としてではなく個人で言ったと思っていただき

たいのですが，内心こういう姿勢を持ち続けて

ほしいと願っている次第です。その点，小山館

長は私よりもつと国際的な方ですから大丈夫で

す｡(笑）

◎

市古実は51年の，永井(道雄)さんが文部大

臣のころ，キーンさんを客員として迎えてもら

えないかという話が当局からありました。そこ

でわれわれは手筈を整えて，客員の第一号とし

て受け入れたのです。それまでも外国のすぐれ

た研究者を客員として招きたい，他の共同利用

研究所ではすべてそういう客員の枠があるよう

です。ですから，招きたいとは思っていながら

も言いそびれているうちに，むしろ文部省の好

意から始まったと言っていいと思います。

第1回のキーンさんの後ずっと続いていると

いうことは，国際交流の実をあげることにもな

りますし，お帰りになって資料館の宣伝をして

いただける。さらに，外国の方々の日本文学に

対する考え方には新鮮な方法が感じられたり，

またわれわれの盲点をつくようなところがしば

しばあるようです。ですからわれわれも虚心に

研究上採るべきところは採らなくてはならない。

そういうことによって国文学の新しい方法や意

義も発見できるかもしれな

い，そんなことを考えて，

キーンさんの来館を歓迎し

たわけです。

ただ，キーンさんに大変

申訳なかったのは，客員教

授という制度がなかったた

めに，外国人研究員という

名称で来ていただかざるを

得なかったことです。その

翌年から，資料館の中で認

める場合は客員教授の称号

を付することができること

一
一
一

第2回国際集会(昭和53年度）
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になったんですね。キーンさんの次のミルズさ

ん(53年度)の時は客員教授でした。

－その次(54年度)がサイデンステッカー

さん。

市古それからフランクさん(55年度)，レ

ヴィンさん(56年度)です。客員教授の方々は皆

さん，ここにおられた印象がよかったようで，

あとからもお手紙をいただいたりしました。た

いそう有意義な制度だと思います。

－そうですね。その後，来日なさるたび

にお寄りになる方もいらっしゃいます。

市古ええ。フランクさんもこの間（注，57
年4月）寄ってくださいましたね。あまり日本

の国内だけに目を向けないで－本来，できた

時は国内だけを念頭に置いていたのですが

－広く世界に目を向けるようにしないと，共

同利用機関としても発展しないのではないで

しょうか。

したが，なかなか認められませんでした。でも

去年あたりから，やや緒に就いてきましたね。

－はい。リストで注文して現物を購入す

るという，いわば通信販売的なシステムだけは

できました。ただ，調査ができませんので，な

かなか……。特に目録の出ていない図書館が多

いので，今のところ，進めにくくて困っていま

す。

市古もう一つ，残念で仕方がないのは，実

験講座にならなかったことです。できたのが早

過ぎたために｡(笑）共同利用機関の中では，私

たちは二番目でしたからね。

一二番目で最初の文科系だったわけです

ね。

市古創設当初に非実験だったために，なか

なか実験講座にならない。 3～4年前からいろ

いろな会議で言ってきましたし，審議官が出て

きたときも強く申したことがあるんですが，一

旦非実験講座として出発すると，しかるべき時

期が来るまでどうしようもないらしい。非常に

残念なことの一つです。

－ただ，国語研究所なんかは，共同利用

機関じゃありませんが，一部実験化が実現した

んですか。そのほかにも非実験から実験になっ

た例があるのなら，われわれも望みを持ちたい

と思いますが……。

市古非実験から実験になっているのは，史

料編纂所が去年ですか。

（大野）昭和52～53年から，特殊史料部，古文

書・古記録部と近世史料部の三つです。大部門

制を敷いて……。

市古われわれのほうもフィールド・ワーク

ですから。ただ，フィールド・ワークは掘らな

いといけないらしいんです｡(笑）考古学なんか

がそうでしょう。ことに外国に行って掘るとい

海外収集と実験講座の問題

－その意味では，資料の調査・収集も国

内だけでなく，国外にも目を向けたいと最初か

らお考えになったんでしょうね。

市古それは最初から考えていたのですが，

まず国内を集めてから外へ及ぼしなさいと当局

から言われたことがありました。これは一つの

論理ですね。しかし，国内を撮るのはいつ終わ

るかわかりません。国内の比較的簡単に行ける

所の文献資料よりも，むしろ外国のものこそ早

く収集してもらいたいと，収集計画委員の益田

勝実さんなど幾人かから強く言われたことがあ

ります。私も全く同感だと言ったんです。国文

学者が斉しく望んでいるところで，国文学界の

輿論だと言ってもよいでしょう。それで毎年，

海外文献資料の調査・収集を概算要求に出しま
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うことはいいんですが，日本で本を見て歩くの

はフィールド・ワークにならないらしいね。

－美術史などが部分的にはなっているよ

うです。必ずしも掘らなくてもいいんでしょう

けど。

市古それはやはりバランスを考えているら

しくて，大学に国文学の講座が多いのは不幸な

ことです。だから私は，共同利用機関だけでい

いじゃないかと言うのです。（国文学の)共同利

用機関はここだけですからね。

－タイミングがあるんでしょうね。

市古ええ。（東外大)AA研が一昨年，一部

なったんですが，途中からというのはなかなか

困難な面があるらしい。ただ，望みが無いわけ

じゃないと思っています。

それからもう一つ，コンピューターがあるの

は実験になっていいはずなんだけれど，コン

ピューター関係だけ実験になって，よかったと

言ってしまうと，後はならなくてもよいという

ことになってしまう倶れがあるから，そこを気

をつけなければならない。

実は，それを私は3年ぐらい前は知らなかっ

た。こちらのほうの教官には理学部の出身の人

もいる。東大の助手をやっていた人は，向こう

にいるときは実験講座の研究費をもらっていて，

こちらに来ると，同じ仕事をやっていて非実験

予算というのは実にけしからん話だ，せめてコ

ンピューターだけよこせと言ったのですが，そ

ういうことは却って損かも知れないと，去年あ

たり聞かされました。一括して全部なるという

前提で，まず，コンピューターが，と言うのな

らいい。それを，これだけが通りやすいと言っ

て通してしまうと，後がまた長くかかることに

なる。予算が伸びる(成長する)時に慎重にやる

ことが必要だと思うな。

（大野)フィールド･ワークの必要性を相当強調

して，やらねばなりませんね。

市古ええ。フィールド・ワークは本当に必

要です。事実，史料館に限らず国文のほうだっ

てやっているわけだし，そういうものでふえれ

ば，研究費が潤沢になり，採訪旅行に参加でき

る回数が多くなるわけでしょう。これはぜひや

らなきゃいけないと思うんですが，力及ばず残

念です。

－この問題は次の10年の課題として，新

館長に引き継いでいただかなければならないこ

とだと思います。

市古文献資料部の第四室に客員教授を置く

ことや外国人研究員の招膀などは意外とうまく

いったんですがね。実験講座に切り換えられる

日を待望しています。

大学院協力や国文学の普及など

－それともう一つ，ここは大学院教育に

協力するということが法律にもあり，現実にも

始めていますが，これは共同利用機関になった

構想のころには，考えとしてもう生まれていた

わけですか。

市古ええ。「資料センター｣と言っていたこ

ろの構想にはなかった。ところが，共同利用機

関になるには大学院教育を入れないといけない

ので，付け加えたのです。しかし，後からの追

加だからと言ってそれを決して無視するもので

はなく，大学院の教育に協力するという姿勢は

持っていたのですが，ことに最初の3～4年は

あまりこのことに触れませんでした。なぜかと

言うと場所がないからです。建物が建たず，場

所がない時に，指導するわけにはいかないと

思ったのです。法令には「大学の要請に応じ，

当該大学の大学院における教育に協力すること
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ができる」とあって，絶対的な要請ではないと

考えていたんです。それでも民族学博物館では

早くから大学院の指導を行なっていましたが，

われわれのほうではしばらく見合わせていたの

です。

一一つは，大学にそういう分野の講座が

多いか少ないかの問題もありましょう。

市古そうですね。資料館では全部の建物が

完成して開館してから大学院学生の指導を始め

ることにしたんです。初め東京及び周辺の国立

大学の大学院学生でしたが，翌年から公立を加

えました。民族学博物館も最初は大阪大学と関

西大学の二つでしたが，今年から大学院を限定

せず公募に切り換えたそうです。公募に切り換

えた場合，何人ぐらい受入れ可能か検討しなけ

ればなりませんし，大学院学生の研究する場所

をどうするかなど，いろいろな問題があるわけ

です。けれども資料館でも，将来は公募という

方向へ一歩一歩進んで行かなければならないよ

うに思いますね。

－それは，建物の拡充や，建物以外のい

ろいろな意味の拡充があって，それと並行して

充実していかねばならないと思います。

市古そう。そうでないと，今までのように

指導教官の部屋でやっていると，資料館のほう

のこと(各部室のいわゆる業務)と一緒になって

しまいますから，大変やりにくいと思うんです。

－私どもめいめい，研究も，必要があれ

ば教育も，その他学問の普及などにも力を尽く

すべきだと思いますが，いろいろな意味でさら

に拡充・充実しつつ，現在の大学院教育協力も

まだ十分ではないけれど，やっていきたいと思

います。

市古できる範囲でね。ただ，場所(部屋)の

問題が一番大きい。大学院の人たちが来ても室

や机が与えられないということがあるものです

から……。

－さて，学界と言うか，利用者の問題で

すが，現在，多くの研究者に利用されていて，

10年経って一応軌道に乗ったと言ってよろしい

ですね。

市古そう。最近はいいようですね。開館当

時は本当に来る人がいなくて，困ってしまった

んです。一日にせいぜい10人前後だったでしょ

う。整理閲覧室長が苦心して入館者の増加をは

かっていたことを，つい昨日のように思い出し

ます。入館者が少なかったのは，開館したばか

りで知名度が低いことと土地のなじみがないこ

とや，どんな資料を所蔵するか分らないことな

どが原因だったと思いますが，それでマイクロ

目録の簡略版や収蔵古書の簡単な目録などを

作って配布したこともありました。公開講演会

一学会もそうです－を開いて，なじみがあ

るようにするなど，大変な苦心でした。

公開講演会は普及ということも考えたのです。

初めは朝日講堂や主婦の友会館などで開いてい

たのですが，52年の開館以後は，本館会議室で

行なっています。昭和47年の創設後間もない時

期に早速公開講演会を行ないましたところ，評

議員の方から注意を受けたこともあります。文

献資料を集めて研究するところなのに，どうし

てそういうことをやるのか，通俗すぎる，と。

そのとき私は言ったんです。もちろん主たる業

務はそちらのほうである。しかし，資料館は国

文学の一つの代表的な機関であるとすれば，国

文学の一般への普及を忘れてはならない。今日

古典離れが著しいと言われている。国民から見

放されるような日本文学，古典文学であっては

ならない。なるべく古典に親しみを感じるよう

にしなければいけない。同時に，講演する人に
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は大変だと思うけれど，学術的に水準の高い内

容を分りやすく話してもらう。専門家も聴きに

来ますから。それは非常に難しいことであるけ

れども，学者もそういうことを心がけていいは

ずだ。そういう公開講演会を行なって社会に還

元しないといけないのではないか，と。これが，

当時の私の考えでしたが，今も変っていません。

－その後，公開講演会も回を重ねて，近

年は東京以外の地でもやっていますし，秋に3

日連続の講座的なものも開いたりするようにな

りました。

市古あれ(秋の連続講座)は非常に定着しま

したね。もう一つ開きたいのは，史料館で行

なっているような講習会です。文献の取扱い方

などを主としたものを行ないたいと思うんです

が，まだ実行するに至りません。将来は考えて

もいいかもしれませんね。

－中の者も，和古書取扱い講習はあって

いいんじゃないかと，常々話題にしています。

市古調査員に配っている手引があるでしょ

う。あれ，初めのうちは悪口を言ったけれど，

割合いい｡(笑）だんだんよくなりましたね。

－ああいうものも学界の役に立つなら，

役立て方は検討していいかもしれませんね。

市古ええ。研究室であれを欲しいと言う人

もあるわけです。書誌学のイロハのイぐらいの

ところが書いてあるわけだから。

－教材利用の許可を求められたことがあ

り，確か館長にご相談して許可したことがあっ

たと思います。

市古資料館は国の一つの機関ですから，も

ちろん研究が中心ですが，同時に広い範囲の普

及ということも考えないといけないと思います。

年鑑と古典籍総合目録事業

－次に，現在『国文学年鑑』という名前

になっている文献目録について，少しお伺いし

たいのですが……。

市古あれは資料館ができて間もなく，48年

から編集を始め，年度の終りに昭和46年の分を

出しました。人が少ない時です。なぜそれを始

めようと思ったかと言うと，38年から45年まで

は東大の国文学研究室で編集していました。助

手や大学院生の諸君が献身的に従事してくれた

のです。こういう出版物は，情報過多の今日，

絶対に必要ですが，片手間にするのは容易では

ありません。公共事業と言うべきものです。そ

れで資料館ができたら早く移したいと思ってい

ました。だいたい下地はできているものですか

ら，東大で「研究文献目録」を作った人々に協

力してもらって，「国文学研究文献目録』を出し

始めたのです。

－当館設立と同時に先生はそれを構想さ

れ，企画されたわけですか。

市古ええ。そうせざるをえなかったような

ところもあるんです。東大の研究室で作り始め

たのは，助手の人がぜひしたいと言ってくれた

からでしたが，報酬は印税だけで，いくら国文

学の進歩のためと言っても，編集の人には大変

気の毒なことをしたと反省しています。けれど

も，一旦出した以上，途中でやめるわけにも行

かない。資料館のほうなら，人手も豊かですか

ら，こちらへ移してよかったと思います。最近

どんどん充実してきていますね。岡さんは48年

はやらなかったんでしょう。

（岡）再校が出始めたころ，ここへ入って来ま

した。

市古じゃ，久保田(淳)君，篠原(昭二)君な
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んかとは，48年からのつき合いですか。大変ご

苦労様です｡(笑）

（岡） 今はコンピューターと結びつけてやっ

ていく方向で，かなりいい方向に進んでいると

思うんです。

市古そうですか。あれも年を追って充実し

てきて，どんどん厚くなるじゃないですか。

－－ページ数がふえたことを充実と思われたら

困るんだけれど。『年鑑jはほんとにうまくいっ

たと思いますよ。

（山中）「古典籍総合目録」のことも……。

もともとあれは国家的な事業だと言われている

のを一書蝉が損得を度外視して記念事業として

刊行したもので，追加補遺などは不可能なこと

です。（これも大変な仕事ですから)それを受け

継ぐとは決して言いませんが，先ず『総目録」

未収の文献を集め整理することから始める。そ

してそれを学界に利用してもらう｡それから『国

書総目録」所収の資料を調査・再録し，全部合

せた日本の古典籍の綜合目録をこしらえる，と

いう計画です。これは非常に大きな国家的な事

業だろうし，外国でもそれを非常に望んでいる

ようです。大英図書館では同館所蔵のおびただ

しい江戸時代前期の版本の書誌を作製している

そうですが，聞くところによると『国書総目録』

を不可欠の参考書としているそうです。

－最近欧米の図書館で和古書の整理に乗

り出しているところがいくつかありますが，そ

ういったところではどこでも，目録原稿に『国

書総目録jを"KS"として, ｢KS何巻何ペー

ジ何段」と付けています。

市古そうですか。あれは間違いもあります

が，一応の目安にはなると思います。ただ，そ

の後に出た図書館の目録などがかなりの数に

上っており，『総目録』に入っていないものが少

なくない。そういうものから始めて，明治以前

に日本にどれぐらいの本があったか，息長く事

業を続けて行く必要があると思いますね。

しかし国書の中の国文学だけに限りますと，

どれが国文学の書かということが問題になって，

そのために非常に神経を使わなければならなく

なる。また，その国文学書の認定は誰がするの

か，随分人によって違いますし，時の推移に伴

なって国文学の枠が動いて行くことも考えられ

ましょう。だから国文学の範囲を超えて，日本

の古典籍ということで，明治元年以前に日本人

鰐
市古あれが始まったのは，3年くらい前か

な。これは渡辺部長が非常に力を入れて予算を

得るために骨折ってくださったんです○

－54年度に整理閲覧部が独立してその翌

年，55年度から予算がついて，仕事が始まりま

した。

市古 「古典籍総合目録」は，初めから下心

があったものなんです。かつて『国書総目録』

が出たとき，いろいろ間違いはあったが便利が

られました。ただ，それに用いた資料は昭和30

年ぐらいまでのものですから，『総目録』未収の

資料がたくさん出ているわけです。そういうも

のは『国書総目録jに追加すればいいんですが，
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るものですから。もっとも，私がそう言うだけ

で，実際にやる方がどうだか，その辺はよく知

りませんが，何としてもコンピューターに入れ

るべきだと思います｡そうすれば,｢国書総目録」

を作った時よりはもう少し苦労が少なく，能率

的にいくかもしれませんね。

－当座は『国書総目録」の続編というか，

補遺版をまず第一にして……。

市古一番手っ取り早いのはそうですけれど，

しかしそれだけで終わるのではなく，あれを包

含する大きなものにしていただきたい。「国書

総目録」はいろいろ足りないところがある。そ

れを補充してほしいことが少なくありません。

江戸時代の版本について最近調査が進んでいま

すが，それに伴なって出版書騨の研究が行なわ

れています。そのためには「刊記」がほしいの

ですが，『総目録』ではこれを付けませんでし

た。「刊記｣を付け加えるのは大変だと思います

が，将来，どういうような形でもいいから付け

てほしい。書物の所蔵者の移動なども，できる

だけ追跡してほしいと思いますね。これまた非

常に困難なことでしょうが。

同時に，翻刻の有無，その本がいつどこで翻

刻複製されているかも調査して示してもらいた

い。昭和20年以後の国文学関係の翻刻文献の総

覧を現在日本古典文学会で編集中ですが，国文

学だけでも相当な数量に上ります。まして，あ

らゆる書にわたっての翻刻文献を採録するのは，

それだけでも全く大変なことだと思いますね。

の作った書物を総合したほうがはるかに将来性

もあり，便利だと思うのです。そう考えたので

すが，国文学研究資料館で国文学を超えた文献

の目録を作るのですから，その事情を文部省の

方にも次のように話しましたところ，非常によ

く理解してくださいました｡(これにも大いに感

謝しています｡）例えば江戸時代に医者で文学

者という人がいる。その人を研究するとなると

先ず伝記を知ることが必要ですが，その著作に

は医書があるかも知れず，そういうものについ

ても調査しなければならない。平賀源内なんか

も科学者でそして文学者ですね。そういうこと

もあって，文学書だけでは研究によっては不十

分である。国文学の枠を守っていたのでは遅れ

をとってしまう。一方現在は学際的研究が盛ん

ですし，それらの諸点を考えると，大きく網を

広げて，全部の古典籍を網羅したほうが有効だ，

と説明したわけです。

これを国文学研究資料館で行なうのは大それ

たことのようですが，かつて『国書総目録」は

国文学関係者が中心になって作った。将来はい

ろいろな分野の人に協力を仰ぐにしても，そう

いうものをリストアップすることは可能です。

そういう能力を国文学者は具えていると思う。

これこそは世界的な大きな仕事ですよと言って，

10年継続の特別事業として認めてもらったんで

す。時期も非常によかったと思いますね。新規

事業をほとんど認めない今日では，絶対にだめ

です｡(笑）ただし，定員はつきませんでしたの

で，今後資料館内で苦労なさると思うけれど，

急がないで, 50年ぐらい後にはすばらしいもの

ができるように，ひとつお願いします。

－しかも，この館にあるコンピューター

を使って編集しようということですね。

市古ええ。コンピューターという利器があ

共同研究

－もう一つ，共同研究について。これは

予算がついてスタートしたのは，52年でしたが

◎

市古共同利用機関は共同研究を一つの柱に
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考えています。ことに自然科学系の共同利用機

関ではそれが非常に強いのです。ある一つの機

械を使って共同研究を行なうということです。

国文のほうでもそれを初めから考えたのですが，

共同研究は非常に困難です。文学の研究は共同

研究とはなじまない面があるからです。書誌

学・文献学的なものだとまだいいんです。それ

でもだめだ(できない)と君たちは言いたいだろ

うけれど(笑)……。そうかと言って，しかし今，

共同研究は，共同利用機関に課せられた使命，

一つの柱みたいになっているんですね。共同利

用機関には共同利用と共同研究があると思いま

す。あるものをお互いに利用して共同研究する

のではなく，それをみんなで利用し，それぞれ

研究する，そういう共同利用が当館の主たる目

的だ－これも共同研究だと言えないことはあ

りませんが－と考えています。ただ，共同利

用機関としては共同研究が一つの柱と考えられ

ていますし，また共同研究も国文学者として取

り組まなければならぬ一つの課題でもあるわけ

ですから，やや後れて52年度から共同研究を始

めました。

その時，共同研究の題目について，委員会等

で協議しましたが，資料館としては資料を使っ

て共同研究をやったらどうかということになり，

解題が先ず取り上げられたのだと思います。と

ころが，世間一般の人は「解題」という言葉に

なじまず，解題は研究であるか，ないか，とい

うことを言うんです。昨年も当館を調査に来ら

れた方から同様の疑問が出され，私は研究の一

分野だと十分説明しました。その時は納得して

帰られたのですが，依然として解題は研究では

ないという人もいましてね。

－解題というのは研究の結果書くもので，

研究がなければ解題は書けないはずですね。

市古そうです。内容を知らない人が，何が

何ページありますと，ただ物理的に測ったもの

は，解題じゃないと思います。これがなかなか

一般の人には分らない。世間には安易な解題と

称するものがたくさん出ているからでしょうね。

ですからある時，この館の中で，「解題｣という

語をやめて「文献学的研究」か何かにしなさい

と言ったんです。そうすればそれでいいわけで

す。言葉の上だけのことで，くだらないことだ

と思いますが，世の中にはそう言ってもいられ

ないことがあるものですから。

そういうことで解題研究を始めました。これ

は担当なさった方には大変なご迷惑をかけたら

しい。ですけれど，初雁文庫の解題はいいもの

ですし，今度は俳書解題が出るそうですね。あ

あいうものは決して単なる作業じゃない。やは

り共同研究です。みんなで共同して，若い人達

と共同研究して，育てていってもいいと思うん

です。そういう共同研究として伸ばしてもらい

たいけれど，同時に，公募という問題が起こっ

ているわけです。今までも適任者を公平に選定

しているはずですが，多少は公募という問題を

入れてもいいですね。最近，今年からなさった

とか……。

－今年から一部，公募を取り入れること

になりました。

市古伺うところによると，たいへん希望者

が多いそうですね。そういう方向もうまくいけ

ばいいと思うんです。

－かつてやった解題研究も，あの種の研

究はそれなりに，つまり一人ずつがやるよりも，

共同研究の形でやって，有益だったろうと思い

ます。

市古解題は中年の人でももう一遍やり直し

たほうがいいんじゃないかと，最近つくづく
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思っているんです。一緒に作業しているといろ

いろ伸びるわけです。中心になって進めて行く

人は大変でしょうが，そんなことを言わないで，

指導して，解題を発達させることはいいこと

じゃないでしょうか。

－研究するという過程と研究成果を世に

出す過程とは一つ別ですから，研究するのは誰

にとっても.その人なりに有益だったろうと思い

ます。これは今後もそうあるべきだし，あると

思います。

市古そうあってほしいと思います。皆さん

にそれぞれプラスになりながら成長していって

ほしい。ただ，そのしわ寄せが資料館の人たち

のところへ来るとなると，私は何とも言えない

んだけれど，そうお考えにならないで，ひとつ

やっていただきたいと思います。

（一同）（無言でうなずく）

いていただきたいと思います。そして，先輩達

が(一番大変だったのは1年か2年の間ですが）

非常に苦労なさってこしらえたものですから，

それについての不平なども時に出てくるだろう

と思うけれど，そうじゃなくて，なるべく皆さ

んの利用に供することに努力していただければ，

大変ありがたいと思います。

また利用だけじゃなくて資料の提供について

も必要があると思うので，国文学者全体の協力

で，この資料館を大きく育てていってほしいと

思います。館内の人はそういう国文学界の総意

を受けて実際的に処理するのだ，そして一緒に

壮大な国文学の殿堂を築くのだという考えで，

これからの難局を切り抜けていただきたいと思

いますね。

10年間経って，マイクロフィルムも5万点く

らいになったのでしょうか。そろそろいいコレ

クションになってきていると思うんです。

－それでも全体計画の10分の1でしょう

か。

市古やはり100年経たないとだめでしょう

ね。（東大)史料編纂所は100年ですから。あのく

らいになれば史料編纂所よりはもっとよくなる

かも知れないと期待しています｡(笑）

最後になりましたが，私のいる間，不慮の事

故でお二人の(注，大久保正･榎本宗次両氏),そ

れと病気でお一人(注，鎌田永吉氏)の方が亡く

なられました。同志として一緒に努力していた

だいた方が，中道とは申しませんが，こういう

ことになって，私にとっても非常な衝撃でした。

心からご冥福をお祈りいたします。

－長時間，どうもありがとうございまし

た。

4．終 り に

－こうして今日，設立前からこの10年間

のことを，いろいろお伺いしたわけですが，最

後に，この4月に一応お引きになって，数箇月，

外から資料館をご覧になって，今後資料館がど

う進むべきかというアドバイスをいただけませ

んか。

市古いや。注文はちっともありませんし，

辞めた者はあまり何も言わないほうがいいだろ

うと思って，慎しんでいるわけです。ただ，み

んなの力で建てたということが原点で，国の内

外を問わずあらゆる日本文学の研究者の利用に

供するということ－もちろん大学を中心とし

てですが－，これはやはり皆さんの念頭に置
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